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れる。 Zは ACカット水晶振動子の周波数シフトと線幅の変化から測定できる。撰定罵波数ω/2Jrは 10'"'-'
100MHz域であり、超流動ギャップエネ/レギ一企と同程度であるため、 SDOSの分光的情報が得られる。 図
1は長登らによる B栢における SDOSの計算結果である[3JoW=1が拡散的散乱、 W=Oが鏡面的散乱の極躍で
ある。拡散的な場合、企以下に SABSに起因する束縛状態バンドが現れ、その上端d." (図のいが非常に
シャープであるという特徴がある。鏡匡度を増していくと、バンド騒が志がりぶがd.に近づいてL、く。図
2は我々が部定したZの実部 (z') と童部 (z")の温度掠存性である。点線で示した対破壊湿度らは
2d. (Tpb) 二hω より決まり、これ以下の湿度では 2企>nωのためバルクの対破壊は起こらない。乙b以
下のある謹度T" (図の実線)で Z' ，こキンクz"にピークが見られること、 z'が低温で周渡数に依存した
鍾に飽和することなどの特徴がある。長登らは図 1の拡散的極限の壁の SDOS(曹二 1) のもとでのZの計
算を行い、実験の特徴をほぼ再現する結果を得たe
3Heの大きな特徴は 4Heを壁にコートすることができ、境界での準粒子散乱の条件をコントロールでき
.. t~ E!d:.;_ n f"'1 Eii! ~ 4 るところにある。国 2，.:_は壁を 2.7層の Heでコートした場合{・)のデータが示されている。コート無
しの場合 (0) と比較して、変化量が減少し、温度依存性が高濯機へシフトしていることが分かる。これ
らの特徴的な変化はZの測定が SDOSの変化を捉えていることの明快な証拠である。
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